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Ａ：基本データの登録      

 

まず最初に基本データの入力を推奨します。     

         

（１）会社の登録         

（２）点検者の登録         

（３）消防署の登録         

（４）測定機器の登録         

          

（１）会社の登録  

「点検者所属会社」や「委託」機能使用時に使用されます。 

上部メニューの「会社」１から「会社新規作成」２タブを選択し、各項目３を入力してい

きます。 

 

４連続して作成する場合は「連続作成」ボタンを押すと会社がひとつ作成されます。 
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（２）点検者の登録 

上部メニューの「点検者」１から「点検者新規作成」２タブを選択し、点検者情報３を入

力します。 

※３の点検者情報を入力する際、「会社名」の「選択」４ボタンで先ほど（１）会社の登録

で作成した会社のリストから会社を選択します。 

 

※５の点検資格を入力します。「点検資格」６に所持している各資格の横のチェックボック

スにㇾ点を入れ、「交付年月日」７をカレンダーから選択して入力、「交付番号」８を入力、

交付知事９と「講習受講地」１０は４７都道府県のプルダウンリストから選択、「講習年月

日」１１を必要に応じて入力すると、「次回講習期限」１２が自動計算されます。 

 

１３連続して作成する場合は「連続作成」ボタンを押して点検者が一人作成されます。 
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（３）消防署の登録 

「点検票の表紙」に使用します。 

上部メニューの「消防署」１から「消防署新規作成」２タブを選択し、消防署情報３を入

力します。 

 

 

「消防名（上段）」「消防名（下段）」４は表紙に表示される部分になります。 

「URL」５は入力しておくと一覧表示した際にリンクが貼られ、消防署の Web サイトへ飛ぶ

ことができます。 

 

６連続して作成する場合は「連続作成」ボタンを押して消防署が一件作成されます。 
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（４）測定機器の入力 

点検票に測定機器を入力する際に使用します。 

上部メニューの「測定機器」１から「測定機器新規作成」２タブを選択し、測定機器情報

３を入力します。 

 

「テンプレート（５０音順）」４には点検で実際に使用する器具がプルダウンリストに入っ

ています。 

選択すると「消防用設備等」５にその器具が実際にどこで使用されるものかチェックが自

動で入ります。※チェックが入った設備の点検票作成時、測定機器を選択する際にリスト

に出現します。 

「グループ」６は任意の項目を設けて管理区分ごとに分けて管理することができる機能で

す。 

例）点検１号車 点検２号車．．．．．．． 

  工具箱 A 工具箱 B．．．．．など 

「校正」７は各機器の校正年月日を記録しておくことで校正時期が視認しやすく表示でき

る仕組みです。詳しくは「B：基本データの編集と削除＞（４）測定機器の編集と削除」を

ご覧ください。 

 

８連続して作成する場合は「連続作成」ボタンを押して測定機器がひとつ作成されます。 
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B：基本データの編集と削除 

（１）会社の編集と削除 

上部メニューより「会社」１を選択し、「会社検索」２タブを選択します。 

 

「検索フィールド」３を使用することで会社を複数登録しているときに絞り込むことがで

きます。 

「検索結果」４に一覧がでます。編集したい会社の「詳細・編集」５をクリックし、詳細

画面を開きます。 
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詳細・編集画面がポップアップします。 

「ロック解除」６ボタンを押します。 

 

「ロック解除」７が変化し、「会社情報」８が編集可能になります。 

編集後「更新」９ボタンを押すか、会社情報を削除するときは「削除」１０をクリックし

ます。それぞれ確認を求めるポップアップが表示されます。 

    

それぞれ「OK」を選択すると編集、または削除が完了します。 
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（２）点検者の編集と削除 

上部メニューより「点検者」１を選択し、「点検者検索」２タブを選択します。検索フィー

ルド３を使用し絞り込むことも可能です。 

検索フィールド下部に、登録済みの点検者が一覧表示４されます。 

 
点検者が所持する資格が○で表示されます。 

また、５のように赤、または黄色で表示されているものは 

赤：資格の講習期限が切れているもの 

黄：資格の講習期限が向こう１年以内のもの 

となっています。 

「詳細・編集」６をクリックし、「詳細・編集」画面を開きます。 

「ロック解除」７ボタンをクリックし、編集可能にします。 
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「ロック解除」８ボタンが変化し、「点検者情報領域」９が編集可能になります。 

編集が終わったら「更新」１０、削除の場合は「削除」１１をクリックします。 

（１）会社の編集と同様に「更新」「削除」ともに確認画面がでますので、「OK」を押して

完了となります。 
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（３）消防署の編集と削除 

上部メニューより「消防署」１を選択し、「消防署検索」２を選択します。 

 

「検索フィールド」３を使用し、絞り込むことが可能です。 

検索フィールドの下部に「一覧表」４が表示されます。 

A－（３）消防署の登録で URL を入力している場合は「消防名」５にアンダーラインが表示

され、クリックすると Web サイトが表示されます。 

「詳細・編集」６をクリックして詳細編集画面を開きます。 

 

「ロック解除」７ボタンをクリックし、編集可能にします。 
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「ロック解除」８ボタンが変化し、「消防署情報領域」９が編集可能になります。 

編集が終わったら「更新」１０、削除の場合は「削除」１１をクリックします。 

（１）会社の編集と同様に「更新」「削除」ともに確認画面がでますので、「OK」を押して

完了となります。 
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（４）測定機器の編集と削除 

上部メニューより「測定機器」１を選択し、「測定機器検索」２を選択します。 

 

「検索フィールド」３を使用し、絞り込むことが可能です。 

検索フィールドの下部に「一覧表」４が表示されます。 

校正期限が過ぎているものは、「次期校正年月日」５が赤に塗られて表示されます。 

黄色に塗られているものは期限が 1年以内にくるものを示しています。 

「詳細・編集」６をクリックして詳細編集画面を開きます。 

 

「ロック解除」７ボタンをクリックし、編集可能にします。 
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「ロック解除」８ボタンが変化し、「測定機器情報領域」９が編集可能になります。 

編集が終わったら「更新」１０、削除の場合は「削除」１１をクリックします。 

（１）会社の編集と同様に「更新」「削除」ともに確認画面がでますので、「OK」を押して

完了となります。 
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C：入力支援の登録と使い方 

（１）入力支援機能の概要 

「入力支援」はテキスト情報を点検票に入力する作業の手間を省くツールです。使用頻度

が高い「テキスト」を前もって登録しておくことで、入力したい場所でテキストをクリッ

クするだけで入力できるようになります。 

  

上部メニューより「物件/点検票」１を選択し、「物件検索」２を選択します。 

「一覧表」３より点検票を作成する物件を選択し、「詳細・編集」４をクリックします。 

 

「物件基本情報」５タブが開きます。画面右側に表示される「点検票一覧」６から鉛筆マ

ークのついた編集可能な点検票を選択し、クリックすると点検票が開きます。 



17 

 

 

点検票の右側に「入力支援」７タブがあるのでこれを選択します。 

  
入力支援の機能には 

・共通 

・設備 

・セル 

の 3種類があります。 
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（２）共通の入力支援 

  

共通タブを開くとデフォルトで「記号」というカテゴリが表示されます。 

この機能は全ての点検票（判定欄を除く）に使用いただけます。 

 

ａ．テキストの登録と削除 

  

各支援画面の を押します。 

  

入力画面が表示されるので、登録したいテキストを入力し、右にある を押して追加しま
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す。 

削除する場合は左の を押して削除が可能です。 

 

テキストの追加は、点検票に文字列を入力し、 を押すことでも入力できます。 

 

 

ｂ．カテゴリの追加 

「共通」には任意のカテゴリを追加することができます。 

  

上画像のようにプルダウンメニューから「新規追加」を選んでください。 

下画像のような入力画面が表示されるので、入力し「作成」ボタンをクリックします。 

  

「共通」に新しいカテゴリが追加されます。 

 ※名称は入力者が任意で決めることができるので、使いやすいカテゴリをつくり、 

 テキストを登録することができます。 
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ｃ．カテゴリの編集 

編集したいカテゴリを選択のうえ、プルダウンメニューから「編集」を選択します。 

  

  

カテゴリ名を変更して「編集」をクリックで編集できます。 

 

 

 

ｄ．カテゴリの削除 
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削除したいカテゴリを選択のうえ、プルダウンメニューから「削除」を選択してください。 

  

「ＯＫ」をクリックすると削除できます。 
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（３）設備の入力支援 

 設備毎に管理したい「入力文言」を登録します。 

 編集中の設備と違う設備の入力支援を使用したい場合は、プルダウンメニューより切り

替えたい設備を選択してください。 
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（４）セルの入力支援 

セル毎に管理したい「入力文言」を登録します。 

このセルには決まった文言が数種類しか入らない。などの場合にご利用いただくと大変便

利になります。 

  

入力支援は使い込むほど便利になるような機能となっています。 
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D：物件の新規作成 

（１）物件の新規作成 

上部メニューの「物件/点検票」１を選択し、「新規物件作成」２タブを選択します。  

 

「物件基本情報」３を入力します。各入力項目を選択すると「表紙レイアウト図」５に色

がついて、どこについて入力しているのかわかりやすく表示されます。 

・物件 ID は「年月日－001」というような番号が自動で割り振られますが、任意で変更可

能です。 

・用途/用途詳細はプルダウンメニューを選択すると自動で右に候補を表示します。 

   

用途詳細は必要に応じて編集することが可能です。 
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・構造は選択すると 

   

というリストがでますので選択してください。 

・消防用設備等で点検する設備にチェックを入れます。 

「点検者所属会社」「消防署」４は A-(1)、A-(3)で入力されたものが「リスト」９ででま

すので、選択し、「挿入」１０することで表示されるようになります。 

 

リストにない未登録の会社・消防署を使用したい場合は「新規作成」１１ボタンを押して、

新規に登録し挿入することができます。 

全てが入力し終えたら「作成」７ボタンで物件を作成します。  
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（２）点検の新規作成 

物件が作成されると下図のような画面が開きます。 

 

１の場所に「物件 ID」「物件名称」「物件を新規作成しました。」と表示されます。 

「点検名称」２を入力します。 

・点検名称：初期状態で和暦の年月の入った点検名が表示されます。 

任意で変更してご使用ください。 

・点検種別：機器点検・総合点検を選択してください。 

・点検年月日：カレンダーで入力できます。 

・防火管理者・立会者：入力しておくと、以降設備毎に入力する手間が省けます。 

入力し終わったら「保存」３ボタンを押して点検票作成の準備が整います。 
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（３）点検の削除 

 

「物件基本情報」画面で作成中、または作成済の点検を「削除」することができます。 

１「削除」をクリックすると 

 

削除の確認ダイアログが開きます。 

２「OK」を選択します。 
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上部に「点検を削除しました。」と表示され、３「点検」の一覧から対象の点検が削除され

ます。 

 

 

 

（４）点検の名称変更 

点検の名称は作成時に自動で「令和○○年○月点検」と作成時の年と月が入るようになっ

ていますが、任意の点検名に変更することも可能です。 

 

１点検の一覧から名称変更する点検を選択して開きます。 

 

画面上部の２「点検詳細」ボタンを押します。 
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３「点検ステータス」が「作成中」であることを確認します。（作成済であれば作成中に変

更してから行います。 

４「点検名称」を任意のものに書き換えます。 

 

５「保存」を押して変更を保存します。 

 

６「書き換えて変更」を選択します。 

 

 

点検名称が変更されました。７「物件名称」を選択して物件基本情報画面に戻ります。 
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８「点検の一覧」で名称が変更できたことを確認します。 
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E：点検票の作成例 

点検エキスパートでの点検票作成は下図のようなフローで行うと便利です。 

 

（１）点検結果報告書（表紙）の作成 

 

「報告日」１をカレンダーで入力します。 

「届出者」２を入力します。この際「郵便番号から入力」をクリックし、開いた小さな画

面に郵便番号を入力することで、住所の入力を一部自動で行うことができます。 
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（２）作成手順 

 
点検票の作成手順を「消火器」点検票を例に説明します。 

まずＡの領域に D-(1)「物件の新規作成」D-(2)「点検の新規作成」で入力した内容が表示

されます。 

この設備の「点検者」１を選択します。 

「消火器の種別」２の黒くなっている部分をクリックすると色が反転し､A～F の文字が出現

し、入力できる状態になります。 

「消火器の点検結果」「判定」は入力したいセルにカーソルを置き、「記号ボタン」４を使

用し、クリックするだけで入力が可能です。 

通常のセルは Cでご紹介した機能「入力支援」３を使用して入力が可能です。 

 

基本的に見やすくするために「右寄せ」「左寄せ」「中央寄せ」を設定しておりますが、「寄

せ設定ボタン」５を使用して任意にセル内の文字の寄せを変更することが可能です。 

 

入力が終わりましたら「保存（フロッピー）」「印刷（プリンター）」６を押して保存または

印刷ができます。 
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違う点検票への移動は「左右ボタン」７、もしくは右にある「点検票リスト」８から移動

できます。※この時、入力などの操作があったのに「保存」をしていないで移動を選択す

ると、保存して画面を切り替えるか、保存せずに切り替えるかの警告画面が出現します。 

 

「備考」９を入力します。この時「チェックボックス」１０にチェックを入れた行が後程

「点検結果総括表」に反映されます。 

「測定機器」１１で A-(4)で入力した測定機器一覧より使用した機器を選択して挿入しま

す。 

 

・「点検者」１ 

・「測定機器」１１ 

に使用したいものが無い場合は D-(1)と同様、その場で新規作成して挿入する機能をご用意

していますので、新規作成して挿入してください。 

  



34 

 

（３）一覧表入力 

ａ．入力 

消火器一覧表の入力機能には excelのような機能があります。 

 

①半角数字を入力した際に、入力欄の右下の灰色の■にマウスを合わせ、ポインタを十字

にした状態でドラッグすると、数字が順に増減入力されます。 

②消火器など一覧表では同じことを繰り返し書くことが多いかと思います。 

コピー＆ペーストの方法をご説明します。 

 

【参考】消火器一覧表の他に以下の帳票も同様な機能があります。 

消防ホース一覧表  避難器具一覧表  住火報（その 4） 

不活ガ（その 5）   誘導灯一覧表   特火報･複火報無線方式 

ハロン（その 5）   蓄電池充電記録  防排煙（その 3） 

粉末（その 5）    パ消火（その 3）  

容器弁記録票    パ自消（その 4）  

自火報一覧表    共ＳＰ（その 5）  

ガス漏一覧表    共火報（その 4）  
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コピーしたいセルまたは範囲をマウスでドラッグ（左クリックしたまま移動選択）します。 

選択した状態でキーボードの「ctrl」+「c」でコピーし（マウスの右クリックではできま

せん） 

 

 貼り付けたいセルを選択したら「ctrl」+「v」でペーストします。 
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ｂ．機能 

・Ver2.2 では消火器一覧表と自火報一覧表にはページング機能を追加しました。 

1画面で表示する最大枚数は 5枚とし、6枚目を作成すると 2ページ目に作成されます。 

 

    

・総合計の計算の方法はボタンを押します。 

 

Ver2.0 では総合計欄は自動計算でしたが、上記ページング機能の追加に伴い、 

ボタンを押して総合計欄の計算を行う事に変更いたしました。 
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（４）点検結果総括表の作成 

全ての点検票を作成後、「点検結果総括表」を作成します。 

 

「作成/更新」ボタンを押します。 

 

点検をした各設備とその各点検票の備考欄で左にチェックをいれた行が「不良内容」に反

映されます。任意で修正、加筆することが可能です。 
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判定と措置内容を入力し、保存します。 
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（５）点検者一覧表の作成 

全ての点検票への入力が完了したら、 

右の「点検票一覧」１から「点検者一覧」を選択します。 

 

総括表と同様に「作成/更新」ボタンを押します。 

 

  

点検者一覧表が作成されます。 
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（６）点検詳細 

点検詳細を使うことで、その点検の 

・「点検名称」「点検種別」「点検年月日」「防火管理者」「立会者」「点検ステータス」 

を変更・修正することができます。 
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（７）同一点検票の複数人での作業（排他制御） 

点検エキスパートは同一点検票に２人以上で接続可能になっていますが、帳票の入力・編

集は先着順で１人だけが可能（編集権限）になっています（排他制御）。２人目以降は閲覧

だけが可能で入力・編集はできません。 

編集権限を持ったユーザーが別の帳票へ移動すると、残ったユーザーの内、その帳票へ先

着順で編集権限が与えられます。 

 

※消火器及び誘導灯の点検票については、その１及びその２が関連して動作するため、そ

の１を入力・編集しているときは他のユーザーはその２を入力・編集できません（排他制

御）。その２を入力・編集しているときはその１を入力・編集できません。 
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F：点検票の追加 

（１）ページの追加 

   以下の点検票は、必要に応じてページを追加することができます。 

 

    ・ 消火器一覧表、消防用ホース一覧表 

    ・ 不活性ガス消火設備点検票その５ 

    ・ ハロゲン化物消火設備点検票その５ 

・ 粉末消火設備点検票その５、容器弁の安全性点検実施記録票 

・ 自動火災報知設備一覧表１～３、ガス漏れ火災警報設備一覧表 

    ・ 避難器具一覧表、誘導灯及び誘導標識一覧表 

    ・ 蓄電池充電記録 

    ・ パッケージ型消火設備点検票その３ 

    ・ パッケージ型自動消火設備点検票その４ 

    ・ 共同住宅用スプリンクラー設備点検票その５ 

    ・ 共同住宅用自動火災報知設備点検票その４ 

    ・ 住戸用自動火災報知設備及び共同住宅用非常警報設備点検票その４ 

    ・ 特定小規模･複合型居住 自火報設備一覧表 1～3、連動無線方式（別添） 

    ・ 防排煙制御設備その３ 

 

  

ページの追加が可能な点検票では上図緑枠のようなボタンが表示されます。 
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（２）設備の追加 

 

「点検票一覧」直下のプルダウンメニューから「点検票の追加」を選択し、実行をクリッ

クします。 

 

現在開いている設備の一覧が表示されます。 

 

追加する設備を選択すると「名称入力欄」にデフォルトで括弧つきの枝番が表示されます

ので、任意で変更し、「追加」ボタンを押します。 
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点検票作成画面右側の点検票一覧表示に追加した点検票が表示されます。 
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G：点検票の削除 

点検票の削除は以下のどちらかの場合のみ削除できます。 

１.該当物件に削除する設備がないこと 

２.点検票の追加などで追加した点検票（２）などを削除しても設備自体がなくならないこ

と 

尚、物件に設定されている設備より点検票の設備を少なくすることはできません。 

  

「点検票一覧」プルダウンメニューより、「点検票の削除」を選択し、実行します。 

 

表示される一覧から削除する点検票を選択し、削除ボタンを押します。 

選択削除した「屋外栓（２）」点検票が削除されました。 
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H：点検票の名称変更 

  

「点検票一覧」プルダウンメニューから「点検票の名称変更」を選択し、実行します。 

表示される一覧から名称変更する設備を選択します。 

 

変更入力欄に現在の名称が表示されるので、任意の名称へ変更します 
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変更したら「実行」ボタンを押します。 

 

「屋内栓（２）」が「屋内栓 B」に変更され一覧に表示されました。 
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I：点検票の複製 

「点検票一覧」のプルダウンメニューから「点検票の複製」を選択し「実行」します。 

 

複製したい点検設備を選択し、「次へ（複製先の選択）」をクリックします。 

③ デフォルトでは１に複製元の点検が表示されます。 

 

他の点検へ複製する場合は検索して１に表示後選択してください。 

２に複製後の点検票名称が表示されます。必要に応じ任意の名称へ変更します。 

３「複製実行」をクリックすると複製が完了します。 
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J：点検の複製 

（１）新規物件に点検を複製 

「物件基本情報」を開き、複製元の複製アイコン   をクリックします。 

 

「新規物件」にチェックを入れて選択します 
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「物件新規作成画面」が出ますので物件を新規作成しますと新規物件の点検票入力画面が

開きます。 
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（２）自物件に点検を複製 

点検エキスパートではひとつの物件に対しひとつの点検のみが編集可能となります。 

  

「物件基本情報」を開き、右側の点検名称一覧に がついているものが作成中（編集可能）、

ついていないものが作成済です。 

がついているものがあると複製はできません。 

がついているものがある状態で複製する必要のある場合は、まず対象の点検票を開き、

「点検詳細」を開きます。 

  

「点検ステータス」を作成中から「作成済」に変更して保存します。 

 

「物件基本情報」右側の点検名称一覧表示から が消え、編集可能な点検票がない状態に

なります。 
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「自物件」にチェックを入れて選択ボタンを押します。 

 

自物件の場合は物件入力なしにそのまま点検票入力画面になります。 
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K：点検票の印刷 

（１）ページ印刷 

点検票作成画面に表示されているページだけを印刷することができます。 

画面上部の を押します。 

「スタートアップマニュアル」（１５ページ～）でプラグインをインストールしていれば、

そのまま印刷プレビュー画面が表示されます。 

印刷プレビュー画面が表示されず、インストールを求められるときは「M2Soft.Co.Ltd」の

表示があることを確認して指示に従いインストールしてください。 

 

開いたプレビュー画面のプリンターマークを押すと、お使いのプリンターの印刷画面にな

りますので、印刷を進めてください。 
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（２）全点検票の印刷 

全ての点検票を印刷するには、画面右の点検票一覧上部のプルダウンリストにある「全て

の点検票を印刷」を選択し、実行します。 

  

開いた画面で「実行」ボタンを押すと 
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全点検票分のプレビューが開きます。ページ毎の印刷と同様プレビュー画面のプリンター

ボタンを押して印刷します。 
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L：委託 

「委託」は、点検業務の受委託を、システム上で管理できるようにした機能です。 

ご利用には、委託側、受託側双方が本システムを利用していることが前提となります。 

なお「受託」は全てのユーザー様がご利用いただけますが、「委託」はオプションになりま

すので、ご利用には別途お申込みが必要となります。 

（１）委託関係の設定 

 別紙「管理者マニュアル」をご参照ください。 

（２）点検の委託 

委託したい物件の点検を開き、右上の委託ボタンをクリックします。 

 

委託管理画面が開きます。物件に登録された設備が全て表示されています。 

 

「委託なし」１にチェックをいれると画面が変化します。 
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「委託先」２をプルダウンから選択し、委託する設備を「消防用設備等」３に出現したチ

ェックボックスで選択します。このとき全設備を選択するには４のボタンを押しますと全

設備にチェックが入ります。 

「委託先」の「担当者」５が決まっている場合は「担当者」５のプルダウンから担当者を

選択して「委託開始」６ボタンを押します。 

７の自由入力スペースには申し送り事項等を記入することが出来ます。 

「参照」８ボタンを押して、図面、現場写真、帳票類などのファイルを添付することがで

きます。「メモ」９にはそのファイルに対してのメモを記入できます。 

複数のファイルを添付する場合は「別のファイルを追加」１０ボタンを押し、追加します。 

全て添付し終わったら「実行」１１ボタンを押します。 
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設備の点検を委託した旨のメッセージ１２が表示されます。 

また、委託した物件のエリアが緑で表示されます。 

委託完了の旨１２が表示されると、自動で以下に該当するアドレス最大 4 名に下記のよう

なメールが送信されます。 

・委託側のグループ代表メールアドレス 

・委託側の担当者（ログインして委託操作を行った人）のメールアドレス 

・受託側のグループ代表メールアドレス 

・受託側の担当者（設定している場合） 

最大 4 名に下記のようなメールが送信されます。 
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メールのサンプル例： 

 

委託中は物件一覧画面で「委託/受託」欄に黒文字で「委託」と表示されます。 
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（３）受託側からみた委託機能 

 

「物件/点検票」を開くと一覧表示のなかに委託された物件が表示されます。 

委託された物件は「受託/委託」欄に「受託」という文字が「赤く」表示されます。 

「受託」を押していただくと以下の画面が開きます。 

  

委託された（受託した）設備と、委託する側の担当者の名前が表示されています。 

先ほど委託側では緑で表示されていたエリアはピンクで表示され、受託している物件であ

ることを視覚的にわかりやすくしています。 

 

 

点検票の入力が終わったら、「委託」１ボタンを押して再度この画面「受託管理画面」へ戻
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り、「未完了」２を選択します。 

 

 

入力し終わった点検票を設備毎に「承認申請」する場合は３のボタンを押します。４のエ

リアにチェックを入れて「承認申請」５ボタンで一括して申請することも可能です。 

「承認申請」の際に申し送り事項の入力や、ファイルの添付をする画面が開きます。 

実行後承認申請のメールが配信されます。 
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（４）受託側から承認申請された後の処理（委託側） 

 

委託側では承認申請された物件は「委託」の文字が赤くなります。 

この一覧表の「委託」「受託」の文字が赤いときは自社で委託の「承認」「または「修正中」

として差し戻すなどの対応を行う必要がある場合です。 

この赤い「委託」文字をクリックすると 
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委託管理画面が開きます。「ステータス」は「承認待ち」になっています。 

  

上部選択肢から「承認待ち」を選択すると、「消防用設備等」にチェックボックスが出現し

ます。 
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チェックボックスにチェックを入れ、一括して「修正」または「完了」にするには上部の

ボタンを、設備毎に操作を行う場合は右側のボタンを使用して操作します。 

完了メールにコメントを残すことができます。 

実行を押すと委託管理画面に完了した旨のメッセージが表示され、 
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メールが送信されます。 

  

  

以上の操作が完了すると、委託管理画面は上画像のようになります。 

これで委託の処理は完了です。 
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（５）委託機能使用時の編集権限について 

ａ．物件の一部設備の委託 

物件の一部または大部分であって全設備ではない場合。 

○点検票の編集権限は（委託ステータスが） 

未完了：「受託側」が持ちます。 

承認待ち：「委託元」が持ちます。 

修正中：「受託側」が持ちます。 

完了：「委託元」が持ちます。 

 

ｂ．物件の全設備を委託している場合 

○点検票の編集権限は同上 

○加えて、全設備を委託しているときは、 

「点検詳細」の編集権限も「受託側」でできるようになります。 

受託側で「点検詳細」を編集できるのは「未完了」「承認待ち」「修正中」の各ステータス

のときになります。 
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M：資料管理 

図面、写真などの資料を、サーバにアップロードし、物件、または点検単位で管理するこ

とができる機能です。 

容量 100MB までは無料にてご利用いただけますが、それ以上はオプションとなりますので、

別途お申込みが必要となります。 

 

（１）物件単位での資料管理 

物件単位で資料管理するには、「物件/点検票」１を選択し、対象の物件を選び、「詳細・編

集」２をクリックします。 

 

開いた画面で「資料管理」３タブを選択します。 

 

「参照」４ボタンを押して任意の場所にあるファイルを選択します。 

選択後「メモ」５に任意でメモを入力し、「保存」６ボタンを押してアップロード（サーバ

ーに保存）します。 
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（２）点検単位での資料管理 

点検単位で資料を管理するには「点検セレクター」７で該当の点検を選択し、「点検の添付

資料へ」８をクリックします。 

 

開いた画面で「委託」「受託」した点検であれば上のような画面になりますので、必要に応

じて資料をアップロードします。 

 

※章冒頭にありましたように、資料管理は１００ＭＢまでは無料。それ以上は有料のオプ

ションになりますので、「使用量」９を表示しておりますので、容量をご確認いただきなが

らご利用いただけます。 

（容量を超えるアップロードはできないようになっています。容量を超えてご利用になり

たいときは管理者権限をお持ちの方から容量変更の申請を行ってもらう必要があります。） 
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N：維持台帳 

点検記録はもちろんのこと、工事、打合せ、障害など、物件についてのお客様との接触、

行動を記録することができます。 

「物件/点検票」１から物件を選択し、「維持台帳」２を選択します。 

登録されている内容が一覧表示されます。 

※デフォルトで「点検」「委託」の項目は自動で表示されます。 

「プルダウンリスト」３から表示したい項目を絞り込むことが可能です。 

新規に作成する場合は「新規作成」４をクリックして作成します。 

開いた画面で入力をし、作成ボタンを押すと登録されます。 
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O：物件管理情報 

 

「物件/点検票」１から物件を選択し、「物件管理情報」２タブを選択すると、その物件の

「点検スケジュール」３とその物件に関しての「連絡先」４が入力できます。（例：管理会

社様、大家さんなど）物件に対しての「備考」５を記載しておくことが可能です。 
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P：収録様式一覧 

別記様式第１ 消防用設備等（特殊消防用設備等）点検結果報告書 

別記様式第２ 消防用設備等（特殊消防用設備等）点検結果総括表 

別記様式第３ 消防用設備等（特殊消防用設備等）点検者一覧表 

 

別記様式第１ 消火器具点検票 

別記様式第２ 屋内消火栓設備点検票 

別記様式第３ スプリンクラー設備点検票 

別記様式第４ 水噴霧消火設備点検票 

別記様式第５ 泡消化設備点検票 

別記様式第６ 不活性ガス消火設備点検票 

別記様式第７ ハロゲン化物消火設備点検票 

別記様式第８ 粉末消火設備点検票 

別記様式第９ 屋外消火栓設備点検票 

別記様式第１０ 動力ポンプ設備点検票 

別記様式第１１ 自動火災報知設備点検票 

別記様式第１１の２ ガス漏れ火災警報設備点検票 

別記様式第１２ 漏電火災警報器点検票 

別記様式第１３ 消防機関へ通報する火災報知設備点検票 

別記様式第１４ 非常警報器具及び設備点検票 

別記様式第１５ 避難器具点検票 

別記様式第１６ 誘導灯及び誘導標識点検票 

別記様式第１７ 消防用水点検票 

別記様式第１８ 排煙設備点検票 

別記様式第１９ 連結散水設備点検票 

別記様式第２０ 連結送水管（共同住宅用連結送水管）点検票 

別記様式第２１ 非常コンセント設備（共同住宅用非常コンセント設備）点検票 

別記様式第２２ 無線通信補助設備点検票 

別記様式第２３ 非常電源（非常電源専用受電設備）点検票 

別記様式第２４ 非常電源（自家発電設備）点検票 

別記様式第２５ 非常電源（蓄電池設備）点検票 

別記様式第２５の２ 非常電源（燃料電池設備）点検票 

別記様式第２６ 配線点検票 

別記様式第２７ 総合操作盤点検票 

別記様式第２８ パッケージ型消火設備点検票 
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別記様式第２９ パッケージ型自動消火設備点検票 

別記様式第３０ 共同住宅用スプリンクラー設備点検票 

別記様式第３１ 共同住宅用自動火災報知設備点検票 

別記様式第３２ 住戸用自動火災報知設備及び共同住宅用非常警報設備点検票 

別記様式第３３ 特定小規模施設用自動火災報知設備点検票 

別記様式第３４ 加圧防排煙設備点検票 

別記様式第３５ 複合型居住施設用自動火災報知設備点検票 

別記様式第３６ 特定駐車場用泡消化設備点検票 

 

法定様式以外の帳票 

消火器一覧表 

消防用ホース一覧表 

｢容器弁の安全性｣点検実施記録票 

自動火災報知設備一覧表１～３ 

ガス漏れ火災警報設備一覧表 

避難器具一覧表 

誘導灯及び誘導標識一覧表 

蓄電池充電記録 

連動型無線方式 

防火設備点検票 

防排煙制御設備点検票 


